
仕様

●ご使用前に必ず「取扱説明書」をよくお読みのうえ､正しくお使いください。
●表示された正しい電源・電圧でお使いください。

注意

SDM-72・73の検出原理 判定基準例

SDM-72

SDM-73

超低速回転機（100rpm以下）から
高速回転機まで、
軸受の摩耗状態を簡易診断。
しかも軽量、ポータブル。

用途
●グリース又はオイル潤滑の軸受、歯
車等の摩耗状態の簡易診断及び傾向
管理（振動法では診断が難しい低速
回転機械、衝撃機械、負荷変動の多
い回転機 等）

●フェログラフィ法、SOAP法の事前
予備診断

グリース鉄粉濃度計
　　Grease Steel Dust Meter  SDM-72

サンプルグリース
又はサンプルオイル

励磁コイル1

検出コイル

励磁コイル2

出力増幅回路発振回路

磁気バランス式電磁誘導法は、検出コ

イルの両側に励磁コイルを配置し、2つ

の励磁コイルによる発生磁界が検出コ

イル付近で互いに打ち消されるように

構成した磁気回路センサです。通常、検

出コイルには誘導電圧は発生しませんが、

一方の励磁コイルに鉄粉を含んだサン

プルグリースを挿入すると、磁気バラン

スが崩れて検出コイルに誘導電圧が発

生します。この誘導電圧によりグリース

中の鉄粉濃度を測定することができます。
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原理図

正常値

注意値

異常値

●グリース鉄粉濃度

正常値

注意値

異常値

30ppm以下

30～100ppm

100ppm以上

100ppm以下

100～300ppm

300ppm以上

大型機械 小型機械

判定基準

●潤滑油鉄粉濃度

0.05%以下

0.05～0.1%

0.1%以上

判定基準

次の表は測定基準の参考例です。回転機の種類及び使用

形態は多種多様であり、本基準例の適用が難しい機器も

あると思われますが、鉄粉濃

度値の傾向管理とデータの

蓄積により、それぞれの機器

にあった相対的な適用基準値

の構築をお勧めします。

潤滑油鉄粉濃度チェッカー
Oil Steel Dust Checker  SDM-73

型 式

測 定 原 理

測 定 対 象

測 定 範 囲

最 小 分 解 能

ゼ ロ 調 整

サ ン プ ル 量

電 源

連 続 使 用 時 間 ＊ 1

使 用 温 度 範 囲

寸 法

質 量

標 準 付 属 品

オ プ シ ョ ン

SDM-72

磁気バランス式電磁誘導法

グリース中の鉄粉濃度

0～5.00%（Wt）

0.001%

約0.8mℓ

キャリングケース、グリース採取用ヘラ、

グリースサンプルケース（10個）、単3形アルカリ乾電池4本

自動調整

単3形アルカリ乾電池4本またはACアダプタ

25℃にてアルカリ電池使用の場合約30時間

0～40℃

W84×H190×D40mm

約480g（電池含む）

ACアダプタ

SDM-73

磁気バランス式電磁誘導法

潤滑油中の鉄粉濃度

0～19999ppm（Wt）

1ppm

1.5mℓ

キャリングケース、2mℓシリンジ（5個）、オイル採取ノズル（2個）、

シリンジホルダ、単3形アルカリ乾電池4本

＊1  環境条件、使用条件、保存期間、電池メーカーなどにより異なる場合があります。

各種ポンプ・モーター 各種撹拌機 ファン・ブロア・圧縮機 冷却塔・エアフィンクーラー 混合器・ニーダ・ミキサー 回転乾燥炉 製紙機械 ミル・クラッシャー・リファイナー

各種圧延機械 各種コンベア 横行クレーン・ホイスト・リフト 各種土木機械 車両・運搬機械 エレベーター 立体駐車設備エスカレーター・ム－ビングウォーク※カタログに記載されている仕様は改良のため予告なく変更することがあります。 2014年3月制作
7372-L030

検知器の性能を維持し、安全を確保していただくためには
日常点検および定期点検を実施してください。

このカタログは、再生紙を使用しています。
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プロペラ
A軸受 0.23%Wt

B軸受 0%金網

回転数200rpm
モーター

Vベルト

A号機
B号機
C号機
D号機
E号機
F号機
G号機
H号機
I号機
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0

（ppm） 極圧添加剤投入中

ピッチング発生あり

大型減速機潤滑油中の鉄分濃度5年間の推移例

 診断事例　

使用方法

特長

使用方法

特長
1.振動値が高くなる前の段階での軸受等摩耗状態が把握できます。
2.低速回転機・可変速回転機の軸受診断に有効です。
3.測定にかかるランニングコストは電池代のみ。
4.サンプルグリースを挿入するだけで簡単に測定ができます。
5.ポータブル（重量480g）だから、現場で測定可能。
6.最小分解能0.001%（Wt）、微量検出が可能です。

1.振動値が高くなる前の段階での軸受等摩耗状態が把握できます。
2.低速回転機・可変速回転機の軸受診断に有効です。
3.測定にかかるランニングコストは電池代のみ。
4.サンプルオイルを挿入するだけで簡単に測定ができます。
5.ポータブル（重量480g）だから、現場で測定可能。
6.最小分解能1ppm（Wt）、微量検出が可能です。

1 2 3

採取したサンプルグリー
スを“SAMPLE”入口に
挿入します。

付属のヘラでグリースを採取し、
サンプルケースに塗り込み、余分な
グリースは、すき取ってください。

挿入すると自動的に鉄粉
濃度が計測され、表示さ
れます。

シリンジをよく振って、
サンプルオイルを撹拌し
てから、シリンジホルダ－
に装着します。

被測定オイルを、サンプル瓶などに
採取しよく振って撹拌します。すぐ
にシリンジにオイル採取ノズルを取
り付けて、サンプルオイルを採取し
ます。

装着後すぐに挿入してく
ださい。自動的に鉄粉濃
度が計測され、表示され
ます。

1 4

エアフィンクーラーの架台全体に振動値が上昇したため、グリース
鉄粉濃度測定により、A側軸受のフレーキング発生と診断、補修を
実施した事例です。エアフィンクーラーは一般に低速回転で羽根側
の圧力脈動が大きいため、振動法では診断が困難な場合が多く、鉄
粉濃度測定の併用が有効です。

■エアフィンクーラー軸受のフレーキング異常検出事例

■グリース鉄粉濃度測定結果

■分解結果

内輪軌道面には片側に偏
った激しいフレーキング
が見られる。

転動体（ボール）にも小さ
なフレーキングが発生し
ている。

外輪軌道面にも片側に集
中した圧痕が見られる。

保持器ポケット内面には
異物（摩耗粒子）カミ込み
による圧痕や剥離が見ら
れる。

参考資料
■潤滑油中鉄粉濃度の傾向例
次の図は化学工場に設置されている強制潤滑大型減速機の潤滑油中鉄粉濃度5年間の推移例です。
30ppm以上の濃度が検出された機械では、ギア－歯面にピッチング等の何らかの摩耗が確認されています。

32

（年）

軸受内のグリースおよび潤滑油に含まれる金属摩耗粉をスピーディーに測定します。

SDM-72

グリース鉄粉濃度計 グリース潤滑機械の保全管理に

SDM-73

潤滑油鉄粉濃度チェッカー オイル潤滑機械の保全管理に


